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改定日：西暦 2026年 7月 9日 

 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：「心サルコイドーシスにおける心臓 MRIおよび FDG-PETを用いたマルチモダ

ル画像解析に関する研究」 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、藤田医科大学 学長

の許可を得て実施しています。 

 

１．研究の対象 

藤田医科大学病院において 2013 年 6 月から 2026 年 6 月までに心臓 MRI 検査および PET

検査を施行された方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

心サルコイドーシスは、心臓に炎症が生じる病気で、不整脈や心不全など重い心臓病の

原因となることがあります。現在、この病気の評価には、心臓 MRI検査と 18F-FDG PET

検査が広く用いられていますが、それぞれ異なる病態を評価しているため、診断や病状

評価が難しい場合があります。 

本研究では、心臓 MRIおよび 18F-FDG PET検査から得られた画像情報を組み合わせて解

析し、病気の活動性や治療効果、将来の経過をより正確に評価できる新しい画像解析法

の開発を目的としています。 

本研究は、当院において心サルコイドーシスと診断され、診療の一環として心臓 MRIお

よび 18F-FDG PET検査を受けられた患者さんを対象とした後ろ向き観察研究です。 

診療の際に既に取得されている診療情報および画像データを用いて解析を行います。本

研究のために新たな検査、採血、薬剤投与、画像撮影などをお願いすることはありませ

ん。 

解析では、心臓 MRIおよび 18F-FDG PET画像から得られる定量的な画像情報や画像特徴

量を用いて統合解析を行い、病気の活動性、治療反応性および予後との関連について検

討します。 

研究実施許可日から 2030年 12月 31日までを予定しています。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
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本研究では、診療の一環として取得された既存の診療情報および画像データを使用しま

す。本研究のために新たな試料（血液や組織など）の採取や検査を行うことはありませ

ん。 

使用する情報は以下のとおりです。 

• 年齢、性別などの患者背景  

• 心サルコイドーシスの診断情報  

• 血液検査、心電図、心エコー検査などの臨床情報  

• 治療内容および治療経過  

• 心イベント（不整脈、心不全等）の発生状況や予後に関する情報  

• 心臓 MRI画像  

• 18F-FDG PET/CT画像  

• 画像から得られる定量的な解析結果  

収集した情報は、氏名や患者番号などの個人を特定できる情報を削除したうえで研究に使

用します。 

 

４．外部への試料・情報の提供  

本研究は当院単独で実施され、外部機関への試料・情報の提供は行いません。 

 

５．研究組織 

研究責任者：  

藤田医科大学 医療科学部 臨床教育連携ユニット分子イメージング学分野 分野教授 

高津 安男 

研究分担者： 

 藤田医科大学 医療科学部 臨床教育連携ユニット分子イメージング学分野 

辻本 正和 

白川 誠士 

髙野 一輝 

 

藤田医科大学 医学部 循環器内科学 

皿井 正義 

河合 秀樹 

藤田医科大学病院 放射線部  

棚橋 伸吾 

東 浩之 

前田 憲人 

岩瀬 秋吉 
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尾藤 直尭 

原田 翔平 

 

データ管理について責任を有する者： 

藤田医科大学 医療科学部 臨床教育連携ユニット分子イメージング学分野 分野教授 

高津 安男 

試料・情報の管理について責任を有する者の氏名： 

藤田医科大学 学長  岩田仲生 

 

６．除外の申出・お問い合わせ先 

本研究の対象となる方で、ご自身の情報を研究に使用されたくない場合は、下記の連絡

先までお申し出ください。お申し出があった場合には、該当する方の情報を解析対象から

除外いたします。 

ただし、既に匿名化され個人が特定できない状態となっている場合には、対応できない

ことがありますので、あらかじめご了承ください。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

藤田医科大学 医療科学部 臨床教育連携ユニット分子イメージング学分野 

担当者：高津 安男 

愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 

電話 0562-93-9615 

e-mail: yasuo.takatsu@fujita-hu.ac.jp           

 

７．研究に必要な経費について 

本研究は、当院の通常診療の範囲内で取得された情報を用いて実施するものであり、研究対

象者に新たな費用負担は生じません。 

また、本研究に関して研究対象者に謝礼等の支払いはありません。 

 

８．研究の資金等と利益相反について 

使用する研究費は藤田医科大学内の研究費です。企業等から研究資金や物的・人的な支援

を受けません。研究責任者とそのグループに本研究に係わる企業等との経済的な利害関係

はありません。藤田医科大学利益相反委員会から承認を得るとともに、そのマネジメント

を継続的に受けて、本研究の公正性を保ちます。 

 

研究成果については、学会発表および学術論文として公表する予定である 


